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●会 議 所 の 動 き
●会員インタビュー
●レディース ゴー

特 集 女子美術大学の学長も務めた日本画家　三谷十糸子
4年ぶり！第13回高砂浜風駅伝が開催されました!!

令和６年度事業計画・収支予算承認
プロとして地域の景観と調和した建築を
英語でも対応OK！幅広い業務内容



「
な
び
つ
ま
」
と
は…

　古
代
に
は
、
現
高
砂
市
域
の
大
半
は
加
古
川
の
旧
流
路
中
か
海
中
に
あ
り
、
河
口
付
近

に
は
砂
州
が
発
達
し
て
、
島
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。『
播
磨
国
風
土
記
』
に
は
、

「こ郡お
りの
南
の
海
中
に
小
嶋
あ
り
。
名
を
南な

毗び

都つ

麻ま

と
曰
ふ
」
と
あ
り
ま
す
。
景
行
天
皇
の

妻つ
ま
訪ど

い
伝
承
で
有
名
な
こ
の
南
毗
都
麻
（
隠な
び
妻つ
ま
）
島
は
、
加
古
川
河
口
部
付
近
に
あ
っ
た

と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　た
か
さ
ご
史
話
59
　〜
古
代
高
砂
の
景
観
〜
　よ
り

　こ
の
会
報
を
通
し
て
会
員
と
会
議
所
、
会
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

地
元
「
高
砂
」
の
こ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
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み な と 銀 行 高 砂 支 店

高砂市荒井町御旅２丁目１０－２
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西兵庫信用金庫高砂支店

高 砂 市 神 爪 １ 丁 目 １ ０－２
TEL（０７９）４３２－８７１１

日新信用金庫宝殿支店

“地元を愛し”　“地元に生きる”
高砂金融会（順不同）

企業発展のために　！！
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令和 6年度事業計画・収支予算承認

第 3回企業活動PR事業　実施！！

英語でも対応OK！幅広い業務内容

プロとして地域の景観と
　　　　　　　　調和した建築を

女子美術大学の学長も務めた
　　　　　　　日本画家　三谷十糸子

上質な大人の隠れ家
　　高知の味と心をコース料理で

3年ぶり！第13回
　　高砂浜風駅伝が開催されました!!

活動報告

お知らせ　他

今月の表紙
「鹿島川の桜並木」

　明姫幹線南から県道718号ま

で約2400㍍にわたって続く鹿島

川沿いの桜並木。夜間にはライ

トアップも。
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会議所の動き

会
議
所
の
動
き

通
常
議
員
総
会

事
業
計
画・収
支
予
算
承
認

令
和
6
年
度

報
告
第
6
号
　新入
会
員
に
つ
い
て

報
告
第
7
号
　退会
会
員
に
つ
い
て

が
報
告
さ
れ
、通
常
議
員
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　令
和
6
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　令
和
6
年
度
の
本
所
事
業
活
動
を
決
定
す
る

通
常
議
員
総
会
が
2
月
19
日
㈪
生
石
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　同
総
会
で
は
、福
島
会
頭
を
は
じ
め
役
員
、議

員
約
40
名
が
出
席
し
、会
頭
あ
い
さ
つ
の
後
、議

事
録
署
名
人
を
指
名
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
案
第
1
号
 常議
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
2
号
　令和
6
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
3
号
　令和
6
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
4
号
　定款
の一
部
改
正
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
報
告
事
項
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
第
1
号
　2号
議
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

報
告
第
2
号
　議員
職
務
執
行
者
変
更
に
つ
い
て

報
告
第
3
号
　各種
規
則
等
の
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
4
号
　高砂
商
工
会
議
所
会
館

　建
設
計

画
に
つ
い
て

報
告
第
5
号
　高砂
商
工
会
議
所
報

　冊
子
送
付

廃
止
に
つ
い
て

輝
く
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

―
つ
か
も
う 
新
し
い
風
！
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　進
も
う 

未
来
へ
！
―

令
和
6
年
度
　運
営
ス
ロ
ー
ガ
ン

 

　
　令
和
6
年
度
　
事
業
計
画

 

　
　令和
6
年
度
　
事
業
計
画﹇
概
要
﹈

 

１
．
地
域
経
済
の
振
興

　
⑴
伴
走
支
援
に
よ
る
総
合
的
な
経
営
サ
ポ
ー

ト
の
実
施

　
⑵
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
の
支
援

【
重
点
施
策
】

　
⑶
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　
⑷
創
業
者
・
事
業
承
継
者
等
へ
の
支
援

２
． 

商
工
業
・
文
化
観
光
の
振
興

　
⑴
企
業
活
動
P
R
事
業
の
実
施【

重
点
施
策
】

　
⑵
商
業
活
性
化
対
策
事
業
の
実
施

　
⑶
文
化
観
光
都
市
創
造
に
向
け
た
取
組
み
支

援
３
． 

行
政
へ
の
政
策
提
案
・
要
望

　
⑴「
高
砂
未
来
会
議
」を
通
じ
た
官
民
連
携
に

よ
る
多
面
的
な
課
題
解
決【
重
点
施
策
】

　
⑵
会
員
事
業
所
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
た
県

へ
の
政
策
提
言

４
．
会
議
所
と
事
務
局
機
能
の
基
盤
強
化

　
⑴
会
員
増
強
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

【
重
点
施
策
】

　
⑵
財
政
と
組
織
の
基
盤
強
化

　
⑶
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発
信

　
⑷
地
域
経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
た
資

金
調
達
と
補
助
金
獲
得
交
渉【

重
点
施
策
】

　
⑸
事
務
局
機
能
強
化
と
職
員
の
資
質
向
上

１
．
地
域
経
済
の
振
興

　
⑴
伴
走
支
援
に
よ
る
総
合
的
な
経
営
サ
ポ
ー

ト
の
実
施

　
　
①
経
営
に
関
す
る
巡
回
及
び
窓
口
相
談
の

充
実

　
　
・
巡
回
相
談
…
600
回
、
窓
口
相
談
…
600
回

　
　
②
新
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
開
発
、
販
路
開
拓

へ
の
取
組
み
支
援

　
　
・
も
の
づ
く
り
補
助
金
、
持
続
化
補
助
金

等
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
　
・
高
砂
結
び
の
ひ
と
し
な
P
R
事
業
の
実

施
（
兵
商
連
補
助
事
業
）

　
　
③
小
規
模
事
業
者
対
象
の
そ
の
他
補
助
金

制
度
活
用
促
進
及
び
サ
ポ
ー
ト

　
　
・
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
制
度
等
、

新
設
制
度
の
普
及
・
活
用
促
進

　
⑵
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
の
支
援

　
　
①
部
会
・
委
員
会
活
動
を
通
じ
た
人
材
確

保
事
業
の
実
施

　
　
・
新
入
社
員
研
修
会
の
開
催
（
兵
商
連
補

助
事
業
）

　
　
・Ｚ
世
代
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
定
着
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
（
兵
商
連
補
助
事
業
）

　
　
・
人
材
確
保
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
兵

商
連
補
助
事
業
）

　
　
・
女
性
活
躍
推
進
やO

B

人
材
確
保
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

　
　
・
外
国
人
人
材
確
保
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
た
求
人
活
動
サ
ポ
ー
ト
及
び
行

政
と
連
携
し
た
居
住
・
教
育
へ
の
支
援

　
　
②
高
砂
市
、
雇
用
対
策
協
議
会
等
と
連
携

し
た
求
人
開
拓
・
説
明
会
の
開
催

　
　
・
管
内
産
業
状
況
Ｐ
Ｒ
の
実
施

　
　
・「JO

B

フ
ェ
ア
in
播
磨
」
の
開
催
サ

ポ
ー
ト

　
⑶
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
支
援

　
　
①
S
N
S
活
用
、
I
T
機
器
導
入
に
よ
る

生
産
性
向
上
と
業
務
効
率
化
の
支
援

　
　
・
I
T
導
入
補
助
金
、
経
営
力
向
上
支
援

事
業
等
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
　
・
会
員
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
サ
イ
ト

「
高
砂
I
T
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」の
設
置

　
　
②
会
員
企
業
に
向
け
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支

援
策
の
情
報
発
信

　
　
・
国
・
県
と
連
携
し
た
I
T
支
援
関
連
研

修
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

　
⑷
創
業
者
・
事
業
承
継
者
等
へ
の
支
援

　
　
①
創
業
塾
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
実

施
に
よ
る
地
元
起
業
者
の
創
出
（
4

月
・
9
月
）

　
　
②
専
門
家
に
よ
る
創
業
・
事
業
承
継
、
金

融
相
談
窓
口
を
新
た
に
設
置
（
通
年
）

２
．
商
工
業
・
文
化
観
光
の
振
興

　
⑴
企
業
活
動
の
Ｐ
Ｒ

　
　
①
会
員
事
業
所
、
行
政
、
市
議
会
、
市
民

等
に
向
け
た
企
業
活
動
の
情
報
発
信

（
通
年
）

　
　
②
高
砂
市
産
業
フ
ェ
ア 

〜
高
砂
魅
力
発

見
市
〜
（
仮
称
）
の
開
催
（
兵
商
連
補

助
事
業
）

　
⑵
商
業
活
性
化
対
策
事
業
の
実
施

　
　
①「
高
砂
あ
き
ん
ど
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
実

施
（
兵
商
連
補
助
事
業
）

　
　
②
高
砂
ふ
ら
っ
灯
バ
ル
の
実
施

　
⑶
文
化
観
光
都
市
創
造
に
向
け
た
取
組
み
支
援

　
　
①
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
の
保
存
と
整
備

に
関
す
る
取
組
み

　
　
・
文
化
観
光
拠
点
推
進
協
議
会
の
活
発
化

に
よ
る
観
光
関
連
団
体
等
と
の
連
携
強

化

　
　
②
大
阪
・
関
西
万
博
開
催
に
合
わ
せ
た
神

戸
以
西
の
5
会
議
所
に
よ
る
広
域
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
施
策
の
協
議
・
推
進

３
．
行
政
へ
の
政
策
提
案
・
要
望 

　
⑴「
高
砂
未
来
会
議
」
を
通
じ
た
官
民
連
携

に
よ
る
多
面
的
な
課
題
解
決

　
　
①
住
み
や
す
く
働
き
や
す
い
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
の
中
長
期
課
題
の
設
定

　
　
②
市
民
の
関
心
度
が
高
い
身
近
な
テ
ー
マ

の
行
政
施
策
へ
の
反
映

　
⑵
会
員
事
業
所
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
た
県

へ
の
政
策
提
言

　
　
①
県
政
の
計
画
・
政
策
の
調
査
研
究

　
　
②
会
員
事
業
所
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
課

題
の
把
握

　
　
③
兵
庫
県
商
工
会
議
所
連
合
会
を
通
じ
た

兵
庫
県
へ
の
要
望
提
出

４
．
会
議
所
と
事
務
局
機
能
の
基
盤
強
化

　
⑴
会
員
増
強
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
　
①
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
会
員
増
強
活

動
の
実
施
（
168
件
／
年
）

　
　
②
既
存
会
員
フ
ォ
ロ
ー
を
通
じ
た
退
会
防

止
及
び
会
員
継
続
活
動
の
徹
底

　
　
③
部
会
・
青
年
部
・
女
性
部
を
通
し
た
会

員
間
交
流
事
業
の
実
施

　
　
④
青
年
部
創
立
40
周
年
事
業
へ
の
協
力

　
　
⑤
新
た
な
会
員
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
調
査

研
究

　
　 

・
原
産
地
証
明
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・

発
給
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
　
・
日
商
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
販
売
士
等
、

新
規
検
定
業
務
の
導
入

　
　
・
記
帳
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

　
⑵
財
政
と
組
織
の
基
盤
強
化

　
　
①
収
入
の
増
加
と
経
費
の
削
減
に
よ
る
財

政
基
盤
の
安
定
強
化

　
　
②
共
済
制
度
、
退
職
金
制
度
、
ビ
ジ
ネ
ス

総
合
保
険
等
の
活
用
促
進

　
⑶
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発
信

　
　
①
デ
ジ
タ
ル
会
報
の
定
着
化
促
進
と
会
議

所
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
周
知
徹
底

　
　
②Facebook

、Instagram

、
X
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
の
S
N
S
を
通
し

た
情
報
発
信

　
　
③
神
戸
新
聞
社
、
B
A
N

－

B
A
N
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ス
等
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化

　
⑷
地
域
経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
た
資

金
調
達
と
補
助
金
獲
得
交
渉

　
　
①
自
主
財
源
の
確
保
の
取
組
み
強
化
と
幅

広
い
寄
付
金
募
集
施
策
の
実
行

　
　
②
行
政
へ
の
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た

提
案
と
市
民
へ
の
理
解
促
進

　
⑸
事
務
局
機
能
強
化
と
職
員
の
資
質
向
上

　
　
①
シ
ス
テ
ム
導
入
と
職
員
の
意
識
改
革
に

よ
る
労
働
環
境
整
備
と
事
務
の
効
率
化

　
　
②O

JT

、
外
部
研
修
へ
の
積
極
参
加
に

よ
る
職
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
　
③
内
部
諸
制
度
改
革
に
よ
る
職
員
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
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会議所の動き

会
議
所
の
動
き

通
常
議
員
総
会

事
業
計
画・収
支
予
算
承
認

令
和
6
年
度

報
告
第
6
号
　新入
会
員
に
つ
い
て

報
告
第
7
号
　退会
会
員
に
つ
い
て

が
報
告
さ
れ
、通
常
議
員
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　令
和
6
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　令
和
6
年
度
の
本
所
事
業
活
動
を
決
定
す
る

通
常
議
員
総
会
が
2
月
19
日
㈪
生
石
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　同
総
会
で
は
、福
島
会
頭
を
は
じ
め
役
員
、議

員
約
40
名
が
出
席
し
、会
頭
あ
い
さ
つ
の
後
、議

事
録
署
名
人
を
指
名
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
案
第
1
号
 常議
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
2
号
　令和
6
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

議
案
第
3
号
　令和
6
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
4
号
　定款
の一
部
改
正
に
つ
い
て

審
議
し
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　続
い
て
、
報
告
事
項
に
入
り
ま
し
た
。

報
告
第
1
号
　2号
議
員
の
補
欠
選
任
に
つ
い
て

報
告
第
2
号
　議員
職
務
執
行
者
変
更
に
つ
い
て

報
告
第
3
号
　各種
規
則
等
の
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
4
号
　高砂
商
工
会
議
所
会
館

　建
設
計

画
に
つ
い
て

報
告
第
5
号
　高砂
商
工
会
議
所
報

　冊
子
送
付

廃
止
に
つ
い
て

輝
く
地
域
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

―
つ
か
も
う 

新
し
い
風
！
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　進
も
う 

未
来
へ
！
―

令
和
6
年
度
　運
営
ス
ロ
ー
ガ
ン

 

　
　令
和
6
年
度
　
事
業
計
画

 

　
　令和
6
年
度
　
事
業
計
画﹇
概
要
﹈

 

１
．
地
域
経
済
の
振
興

　
⑴
伴
走
支
援
に
よ
る
総
合
的
な
経
営
サ
ポ
ー

ト
の
実
施

　
⑵
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
の
支
援

【
重
点
施
策
】

　
⑶
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

　
⑷
創
業
者
・
事
業
承
継
者
等
へ
の
支
援

２
． 

商
工
業
・
文
化
観
光
の
振
興

　
⑴
企
業
活
動
P
R
事
業
の
実
施【

重
点
施
策
】

　
⑵
商
業
活
性
化
対
策
事
業
の
実
施

　
⑶
文
化
観
光
都
市
創
造
に
向
け
た
取
組
み
支

援
３
． 

行
政
へ
の
政
策
提
案
・
要
望

　
⑴「
高
砂
未
来
会
議
」を
通
じ
た
官
民
連
携
に

よ
る
多
面
的
な
課
題
解
決【
重
点
施
策
】

　
⑵
会
員
事
業
所
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
た
県

へ
の
政
策
提
言

４
．
会
議
所
と
事
務
局
機
能
の
基
盤
強
化

　
⑴
会
員
増
強
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

【
重
点
施
策
】

　
⑵
財
政
と
組
織
の
基
盤
強
化

　
⑶
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発
信

　
⑷
地
域
経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
た
資

金
調
達
と
補
助
金
獲
得
交
渉【

重
点
施
策
】

　
⑸
事
務
局
機
能
強
化
と
職
員
の
資
質
向
上

１
．
地
域
経
済
の
振
興

　
⑴
伴
走
支
援
に
よ
る
総
合
的
な
経
営
サ
ポ
ー

ト
の
実
施

　
　
①
経
営
に
関
す
る
巡
回
及
び
窓
口
相
談
の

充
実

　
　
・
巡
回
相
談
…
600
回
、
窓
口
相
談
…
600
回

　
　
②
新
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
開
発
、
販
路
開
拓

へ
の
取
組
み
支
援

　
　
・
も
の
づ
く
り
補
助
金
、
持
続
化
補
助
金

等
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
　
・
高
砂
結
び
の
ひ
と
し
な
P
R
事
業
の
実

施
（
兵
商
連
補
助
事
業
）

　
　
③
小
規
模
事
業
者
対
象
の
そ
の
他
補
助
金

制
度
活
用
促
進
及
び
サ
ポ
ー
ト

　
　
・
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
制
度
等
、

新
設
制
度
の
普
及
・
活
用
促
進

　
⑵
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成
の
支
援

　
　
①
部
会
・
委
員
会
活
動
を
通
じ
た
人
材
確

保
事
業
の
実
施

　
　
・
新
入
社
員
研
修
会
の
開
催
（
兵
商
連
補

助
事
業
）

　
　
・Ｚ
世
代
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
定
着
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
（
兵
商
連
補
助
事
業
）

　
　
・
人
材
確
保
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
（
兵

商
連
補
助
事
業
）

　
　
・
女
性
活
躍
推
進
やO

B

人
材
確
保
に
関

す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

　
　
・
外
国
人
人
材
確
保
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
た
求
人
活
動
サ
ポ
ー
ト
及
び
行

政
と
連
携
し
た
居
住
・
教
育
へ
の
支
援

　
　
②
高
砂
市
、
雇
用
対
策
協
議
会
等
と
連
携

し
た
求
人
開
拓
・
説
明
会
の
開
催

　
　
・
管
内
産
業
状
況
Ｐ
Ｒ
の
実
施

　
　
・「JO

B

フ
ェ
ア
in
播
磨
」
の
開
催
サ

ポ
ー
ト

　
⑶
中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
支
援

　
　
①
S
N
S
活
用
、
I
T
機
器
導
入
に
よ
る

生
産
性
向
上
と
業
務
効
率
化
の
支
援

　
　
・
I
T
導
入
補
助
金
、
経
営
力
向
上
支
援

事
業
等
の
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
　
・
会
員
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
支
援
サ
イ
ト

「
高
砂
I
T
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」の
設
置

　
　
②
会
員
企
業
に
向
け
た
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支

援
策
の
情
報
発
信

　
　
・
国
・
県
と
連
携
し
た
I
T
支
援
関
連
研

修
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

　
⑷
創
業
者
・
事
業
承
継
者
等
へ
の
支
援

　
　
①
創
業
塾
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
実

施
に
よ
る
地
元
起
業
者
の
創
出
（
4

月
・
9
月
）

　
　
②
専
門
家
に
よ
る
創
業
・
事
業
承
継
、
金

融
相
談
窓
口
を
新
た
に
設
置
（
通
年
）

２
．
商
工
業
・
文
化
観
光
の
振
興

　
⑴
企
業
活
動
の
Ｐ
Ｒ

　
　
①
会
員
事
業
所
、
行
政
、
市
議
会
、
市
民

等
に
向
け
た
企
業
活
動
の
情
報
発
信

（
通
年
）

　
　
②
高
砂
市
産
業
フ
ェ
ア 

〜
高
砂
魅
力
発

見
市
〜
（
仮
称
）
の
開
催
（
兵
商
連
補

助
事
業
）

　
⑵
商
業
活
性
化
対
策
事
業
の
実
施

　
　
①「
高
砂
あ
き
ん
ど
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
実

施
（
兵
商
連
補
助
事
業
）

　
　
②
高
砂
ふ
ら
っ
灯
バ
ル
の
実
施

　
⑶
文
化
観
光
都
市
創
造
に
向
け
た
取
組
み
支
援

　
　
①
歴
史
的
景
観
形
成
地
区
の
保
存
と
整
備

に
関
す
る
取
組
み

　
　
・
文
化
観
光
拠
点
推
進
協
議
会
の
活
発
化

に
よ
る
観
光
関
連
団
体
等
と
の
連
携
強

化

　
　
②
大
阪
・
関
西
万
博
開
催
に
合
わ
せ
た
神

戸
以
西
の
5
会
議
所
に
よ
る
広
域
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
施
策
の
協
議
・
推
進

３
．
行
政
へ
の
政
策
提
案
・
要
望 

　
⑴「
高
砂
未
来
会
議
」
を
通
じ
た
官
民
連
携

に
よ
る
多
面
的
な
課
題
解
決

　
　
①
住
み
や
す
く
働
き
や
す
い
ま
ち
を
実
現

す
る
た
め
の
中
長
期
課
題
の
設
定

　
　
②
市
民
の
関
心
度
が
高
い
身
近
な
テ
ー
マ

の
行
政
施
策
へ
の
反
映

　
⑵
会
員
事
業
所
か
ら
の
意
見
を
集
約
し
た
県

へ
の
政
策
提
言

　
　
①
県
政
の
計
画
・
政
策
の
調
査
研
究

　
　
②
会
員
事
業
所
か
ら
の
ニ
ー
ズ
や
地
域
課

題
の
把
握

　
　
③
兵
庫
県
商
工
会
議
所
連
合
会
を
通
じ
た

兵
庫
県
へ
の
要
望
提
出

４
．
会
議
所
と
事
務
局
機
能
の
基
盤
強
化

　
⑴
会
員
増
強
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
　
①
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
会
員
増
強
活

動
の
実
施
（
168
件
／
年
）

　
　
②
既
存
会
員
フ
ォ
ロ
ー
を
通
じ
た
退
会
防

止
及
び
会
員
継
続
活
動
の
徹
底

　
　
③
部
会
・
青
年
部
・
女
性
部
を
通
し
た
会

員
間
交
流
事
業
の
実
施

　
　
④
青
年
部
創
立
40
周
年
事
業
へ
の
協
力

　
　
⑤
新
た
な
会
員
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
調
査

研
究

　
　 

・
原
産
地
証
明
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
・

発
給
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
　
・
日
商
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
販
売
士
等
、

新
規
検
定
業
務
の
導
入

　
　
・
記
帳
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

　
⑵
財
政
と
組
織
の
基
盤
強
化

　
　
①
収
入
の
増
加
と
経
費
の
削
減
に
よ
る
財

政
基
盤
の
安
定
強
化

　
　
②
共
済
制
度
、
退
職
金
制
度
、
ビ
ジ
ネ
ス

総
合
保
険
等
の
活
用
促
進

　
⑶
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
発
信

　
　
①
デ
ジ
タ
ル
会
報
の
定
着
化
促
進
と
会
議

所
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
周
知
徹
底

　
　
②Facebook

、Instagram

、
X
、

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
等
の
S
N
S
を
通
し

た
情
報
発
信

　
　
③
神
戸
新
聞
社
、
B
A
N

－

B
A
N
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ス
等
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化

　
⑷
地
域
経
済
交
流
セ
ン
タ
ー
化
に
向
け
た
資

金
調
達
と
補
助
金
獲
得
交
渉

　
　
①
自
主
財
源
の
確
保
の
取
組
み
強
化
と
幅

広
い
寄
付
金
募
集
施
策
の
実
行

　
　
②
行
政
へ
の
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た

提
案
と
市
民
へ
の
理
解
促
進

　
⑸
事
務
局
機
能
強
化
と
職
員
の
資
質
向
上

　
　
①
シ
ス
テ
ム
導
入
と
職
員
の
意
識
改
革
に

よ
る
労
働
環
境
整
備
と
事
務
の
効
率
化

　
　
②O

JT

、
外
部
研
修
へ
の
積
極
参
加
に

よ
る
職
員
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

　
　
③
内
部
諸
制
度
改
革
に
よ
る
職
員
の
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
向
上
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会
議
所
の
動
き

令和6年度　高砂商工会議所　収支予算 自　令和6年　４月　１日
至　令和7年　３月３１日

一般（公益・収益を含む） 中小企業振興部 単位：千円

収　入　の　部 収　入　の　部

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．会　　　　　費

2．負　　　担　　　金

3．事　業　収　入

4．交　　　付　　　金

5．雑　　　収　　　入

6．繰　　　入　　　金

7．繰　　　越　　　金

合　　　計

37,960

400

33,007

17,898

2,001

4,845

1,165

97,276

36,610

400

37,278

13,798

5,301

4,814

1,629

99,830

1,350

0

△ 4,271

4,100

△ 3,300

31

△ 464

△ 2,554

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．県　補　助　金

2．雑　　　収　　　入

3．繰　　　入　　　金

合　　　計

37,148

500

8,000

45,648

36,124

500

11,000

47,624

1,024

0

△ 3,000

△ 1,976

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．事　　業　　費

2．管　　理　　費

3．退 職 積 立 金

4．繰　　入　　金

5．予　　備　　費

合　　　計

29,888

57,036

801

8,200

1,351

97,276

35,933

51,172

360

11,200

1,165

99,830

△ 6,045

5,864

441

△ 3,000

186

△ 2,554

科      目 比較増減
（△）

本年度
予算額

前年度
予算額

1．給　　与　　費

2．福利環境整備費

3．旅　　　　　費

4．事　　務　　費

5．指 導 事 業 費

6．施 策 普 及 費

7．事務局長設置費

8．資質向上対策費

9．その他の事業費

10．予　　備　　費

合　　　計

36,856

1,084

305

587

1,600

420

4,175

95

100

426

45,648

38,712

1,437

305

487

1,650

400

4,156

95

100

282

47,624

△ 1,856

△ 353

0

100

△ 50

20

19

0

0

144

△ 1,976

支　出　の　部 支　出　の　部

会
議
所
の
動
き

　 2月 8日㈭、ふれあいの郷生石研修センターにて、第 4回
「企業活動PR事業」が開催されました。
　今回はキッコーマン国際食文化研究センター　センター長
の山下　弘太郎氏をお招きし、「キッコーマンの歴史と高砂
工場」というテーマで、キッコーマンの歴史やしょうゆの由
来・開発について、詳細かつ興味深い講演をしていただきま
した。
　参加者からは、「キッコーマンとしょうゆの歴史を知るこ
とができて有意義な時間だった」という声や、「地域貢献
（工場見学や出前授業）、海外の地域ごとの味覚に合わせた商
品展開など、企業努力とアイデアで価値を生み出しておられ
る姿勢がよくわかった」という感想が寄せられました。
　講演を通じて、参加者はキッコーマンの歴史や事業活動に
対する理解を深めるとともに、地域と企業との連携の重要性
を再認識する機会となりました。

予　告 第 6回「企業活動PR事業｣　株式会社タクマ　※詳細が決定次第、あらためてご案内します。

第 4回「企業活動PR事業｣

　 3月25日㈪、高砂市文化会館にて、第 5回「企業活動PR
事業」が開催されました。
　今回はサントリーホールディングス株式会社　サステナ
ビリティ経営推進本部　課長の辻　敦浩氏をお招きし、「サ
ントリーの環境活動」というテーマで、サントリーの環境
保全への先進的な取り組みについて、興味深い講演をして
いただきました。また、講演の前にサントリープロダクツ
株式会社 高砂工場 哘 工場長より、高砂工場の事業概要につ
いてお話いただきました。
　参加者からは、「色々な環境保全活動に取り組まれている
ことがわかり、“ここまでやっているのか！”という印象を
受けた」という声や、「個人としてできることから取り組ん
でいこうと思った」という感想が寄せられました。
　講演を通じて、参加者はサントリーの環境保全活動に対
する理解を深めるとともに、環境への取り組みの重要性を
再認識しました。

第 5回「企業活動PR事業｣
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会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

レディース　ゴー

レ
デ
ィ
ー
ス
　ゴー

幹線道路沿いに建つ事務所

アナゴのミニチュア・フェイクフード

　
荒
井
町
で
司
法
書
士
・
行
政
書
士
事
務
所
を
開
く
戸

川
理
惠
さ
ん
（
58
）。
父
満
久
さ
ん
の
後
を
継
い
だ
二

代
目
所
長
だ
が
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
満
久
さ
ん
に
「
一

人
で
も
食
べ
て
い
け
る
女
性
に
な
れ
」
と
言
わ
れ
て

育
っ
た
と
い
う
。
そ
の
裏
に
は
戦
争
未
亡
人
で
、
資
格

も
技
術
も
な
い
た
め
苦
労
し
た
自
身
の
母
親
へ
の
思
い

が
あ
っ
た
よ
う
だ
と
理
惠
さ
ん
は
話
す
。
つ
ま
り
、
司

法
書
士
な
ら
生
活
を
立
て
て
い
け
る
と
い
う
目
算
が
満

久
さ
ん
に
は
あ
り
、「
そ
の
道
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
ち

ら
に
進
ま
せ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
理
惠
さ
ん
も
ま
た
「
会
社
に
就
職
す
る
よ
り
も
、

資
格
を
取
っ
て
何
か
を
し
た
い
」
と
考
え
て
い
た
と
い

う
。

　
こ
う
し
た
両
者
の
思
い
が
合
致
し
て
、
理
惠
さ
ん
も

司
法
書
士
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
加
古
川
東
高
校
か

ら
関
西
大
学
法
学
部
に
進
学
。
満
久
さ

ん
か
ら
は
「
法
学
部
以
外
に
進
む
の
な

ら
自
分
で
学
費
を
出
せ
」
と
申
し
渡
さ

れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

　
で
、
大
学
を
卒
業
し
、
そ
の
ま
ま
父

の
事
務
所
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
え
る
の
だ
と
思
っ
て
い

た
ら
、
4
回
生
の
夏
に
急
に
就
職
し
ろ
と
言
わ
れ
、
や

む
を
得
ず
大
阪
の
商
社
に
就
職
。
司
法
書
士
へ
の
道
は

い
っ
た
ん
遠
の
い
た
が
、「
資
格
を
取
っ
て
何
か
を
し

た
い
」
と
い
う
思
い
は
Ｏ
Ｌ
時
代
も
変
わ
ら
ず
、
勤
め

の
傍
ら
行
政
書
士
や
宅
建
士
の
資
格
を
取
得
。「
若
い

頃
は
勉
強
す
る
の
が
好
き
で
し
た
か
ら
」
と
振
り
返
る
。

　
結
局
、Ｏ
Ｌ
生
活
を
3
年
で
高
砂
に
戻
り
、
司
法
書

士
を
目
指
し
て
勉
強
を
再
開
し
た
が
、
試
験
は
難
し
く

合
格
す
る
の
に
5
年
か
か
っ
た
。
受
験
の
た
め
の
予
備

校
も
あ
っ
た
が
、
満
久
さ
ん
の
「
偏
っ
た
知
識
で
は
実

際
の
役
に
立
た
な
い
。
ヤ
マ
を
か
け
る
よ
う
な
勉
強
は

意
味
が
な
い
」
と
入
学
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、「
く
じ
け

そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
早
く
通
り
た
い
、
通
り
た

い
」
の
一
念
で
自
宅
で
勉
強
。「
今
か
ら
考
え
れ
ば
、

父
が
上
手
に
お
尻
を
叩
い
て
く
れ
た
。
い
つ
ま
で
も
ふ

ら
ふ
ら
し
て
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
人
間
に
な
っ
た
か

も
し
れ
な
い
の
に
、
目
標
を
持
た
せ
て
、
こ
う
す
れ
ば

や
っ
て
い
け
る
と
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
」
と
感
謝
す

る
。

　
こ
う
し
て
30
歳
の
と
き
に
司
法
書
士
の
資
格
を
取
り
、

大
阪
で
3
年
ほ
ど
働
い
た
が
、
結
婚
し
て
夫
の
仕
事
を

手
伝
う
こ
と
に
な
り
司
法
書
士
の
仕
事
は
中
断
。
そ
の

間
、
子
ど
も
も
生
ま
れ
、
子
育
て
し
な
が
ら
で
き
る
仕

事
を
と
、
子
ど
も
を
車
に
積
ん
で
3
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
に
も
。「
考
え
た
ら
、
よ
う
働
き
ま
し
た
ね
」

と
苦
笑
す
る
。

　
本
格
的
に
司
法
書
士
の
仕
事
を
始
め
た
の
は
平
成
16

年
、
40
歳
の
と
き
。
体
調
を
崩
し
た
満
久
さ
ん
か
ら

「
家
に
帰
っ
て
き
て
手
伝
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
か

ら
で
、
資
格
を
取
っ
た
時
代
と
は
法
律
も
変
わ
っ
て
お

り
、
大
変
だ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
司
法
書
士
会

が
行
っ
て
い
た
大
規
模
な
研
修
に
参
加
。
知
識
に
磨
き

を
か
け
、
そ
の
後
は
満
久
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
修
業
に
努
め
た
。

　
残
念
な
が
ら
翌
年
に
満
久
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
が
、

父
の
教
え
を
胸
に
二
代
目
所
長
に

父
の
教
え
を
胸
に
二
代
目
所
長
に

40
歳
か
ら
本
格
的
に
仕
事
を

40
歳
か
ら
本
格
的
に
仕
事
を

「
代
が
替
わ
っ
た
ら
お
客
さ
ん
も
替
わ
る
と
よ
く
言
わ

れ
る
の
で
す
が
、
私
の
場
合
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
父

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
時
代
の
お
仲
間
と
か
ご
近
所
の
方
が
続

け
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
…
…
。
少
々
変
わ
り
者
で

し
た
が
、
今
で
も
面
白
い
お
父
さ
ん
や
っ
た
ね
と
言
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
多
い
ん
で
す
よ
」
と
理
惠
さ
ん
。
今

日
あ
る
の
も
「
父
の
お
導
き
」
と
冗
談
っ
ぽ
く
話
す
が
、

中
高
時
代
は
ず
っ
と
反
発
し
て
い
て
、
喋
る
こ
と
も
な

か
っ
た
と
い
う
。

　
理
惠
さ
ん
の
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
主
な
業

務
内
容
と
し
て
、
不
動
産
登
記
、
相
続
・
遺
言
な
ど
が

並
ぶ
が
、
目
を
引
く
の
が
「
英
語
対
応
Ｏ
Ｋ
　
外
国
人

の
登
記
全
般
も
お
任
せ
く
だ
さ
い
」
の
一
条
。
外
国
人

の
日
本
で
の
在
留
資
格
申
請
や
、
日
本
人
の
外
国
で
の

書
類
手
続
き
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
る
そ
う
で
、「
特

別
に
英
語
の
勉
強
を
？
」
と
質
問
す
る
と
、「
い
え
、

ス
カ
パ
ー
で
海
外
ド
ラ
マ
を
見
た
り
す
る
ぐ
ら
い
で
、

特
別
に
何
か
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
…
…
。
た
だ
、
父
が

英
語
に
関
心
が
あ
る
人
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
勧
め
ら
れ
て
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
の
番
組
を

よ
く
見
て
い
ま
し
た
し
、
耳
か
ら
自
然
と
英
語
の
リ
ズ

ム
が
身
に
つ
い
た
の
で
は
」
と
。「
私
の
人
生
、
父
親

な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
理
惠
さ
ん
の
言
葉

も
満
更
オ
ー
バ
ー
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　
最
後
に
「
何
か
一
言
」
と
質
問
を
す
る
と
、「
相
続

登
記
や
遺
言
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
相
談
者
の
ご
希
望

に
沿
う
よ
う
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

も
相
続
登
記
な
ど
は
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
近
年
は
、
相
続
問
題
で
も
権
利
関
係
が
複

雑
で
、
今
ま
で
話
も
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
親
族
と

話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
春
か
ら
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
し
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
対
処
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
」
と
。
年
齢
を
重
ね
て
「
だ
い
ぶ
疲
れ
て

き
て
…
…
」
と
話
す
が
、
仕
事
へ
の
情
熱
は
ま
だ
ま
だ

「
こ
れ
か
ら
」
の
よ
う
で
あ
る
。

　

英語でも対応ＯＫ！
　　　　　　幅広い業務内容

戸川司法書士・行政書士事務所

戸川 理惠さん
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司
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│
東
播
工
業
高
校
の
土
木
科
の
ご
出
身

で
す
が
、
昔
か
ら
建
築
家
を
ご
志
望

だ
っ
た
の
で
す
か
？

　
い
え
、
決
め
た
の
は
卒
業
寸
前
で
し
た
。

図
面
を
描
く
の
は
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
し
、

も
の
を
考
え
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す

が
、
た
ま
た
ま
高
砂
の
建
築
事
務
所
を
訪

ね
た
と
こ
ろ
、「
ち
ょ
っ
と
（
図
面
を
）

書
い
て
み
る
か
」
と
促
さ
れ
て
…
…
。
そ

の
出
来
ば
え
が
気
に
入
ら
れ
た
の
か
、
先

方
か
ら
「
ぜ
ひ
と
も
」
と
乞
わ
れ
て
入
社

し
ま
し
た
。

│
建
築
士
の
仕
事
と
い
う
の
は
？

　
設
計
と
監
理
が
主
な
仕
事
で
す
。
同
じ

「
か
ん
り
」
で
も
建
設
会
社
の
管
理
は

「
た
け
か
ん
」
で
、
金
銭
と
か
工
程
の
管

理
を
行
う
の
に
対
し
、
建
築
士
の
監
理
は

「
さ
ら
か
ん
」
で
、
図
面
と
建
物
と
の
照

合
が
主
。
建
設
会
社
か
ら
独
立
し
た
立
場

で
、
建
築
主
（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）
と
相
談

し
な
が
ら
、
年
月
を
経
て
も
快
適
に
過
ご

す
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
ま
で
、
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の

が
仕
事
で
す
。

│
具
体
的
に
は
？

　
常
に
独
立
し
た
立
場
で
、
建
築
主
の
側

に
立
っ
て
建
物
の
設
計
及
び
監
理
を
行
う

の
で
、
一
級
建
築
士
な
ど
技
術
者
と
し
て

の
資
質
を
具
え
て
い
る
の
は
当
然
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
高
い
芸
術
性
や
倫
理
性
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
建
築
主
の
利
益

を
優
先
し
て
考
え
ま
す
が
、
社
会
性
と
か

地
域
の
景
観
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
建
築
主
が
姫
路
城
の
近
く
に

ま
っ
黄
色
の
ビ
ル
を
建
て
て
く
れ
と
言
わ

れ
た
り
す
る
と
、
街
の
景
観
と
か
環
境
と

そ
ぐ
わ
な
い
か
ら
と
丁
寧
に
理
解
を
求
め

ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ａ
で
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
意

向
と
か
利
益
は
も
ち
ろ
ん
考
え
ま
す
が
、

何
よ
り
も
公
共
性
、
公
益
寄
与
や
公
益
保

護
を
第
一
に
す
る
と
宣
言
し
て
お
り
、
私

自
身
も
そ
れ
が
建
築
家
の
使
命
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

│
建
築
家
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど
う
い
っ

た
建
物
を
？

　
二
度
目
に
入
っ
た
設
計
事
務
所
が
姫
路

の
事
務
所
だ
っ
た
の
で
、
姫
路
の
美
術
館

や
市
民
セ
ン
タ
ー
、
商
工
会
議
所
な
ど
の

設
計
・
監
理
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
私
自

身
は
高
砂
町
の
出
身
な
の
で
、
高
砂
の
市

ノ
池
公
園
「
リ
ー
フ
ハ
ウ
ス
」
の
設
計
や

「
工
楽
邸
」、「
高
砂
や
」、「
旧
高
砂
通
運

本
社
屋
」
な
ど
、
修
復
の
設
計
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

│
1
9
8
2
年
に
独
立
さ
れ
て
ア
ト
リ
エ

フ
ォ
ル
ム
を
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
？

　
い
ず
れ
は
独
立
し
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
建
築
家
と
い
う
の
は
自
我

が
強
い
人
が
多
い
し
、
人
に
よ
っ
て
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
や
社
会
と
の
接
し
方
も
違
う
。

勤
め
先
の
社
長
と
い
う
の
は
社
員
に
と
っ

て
教
師
で
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
相
容
れ

ら
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
仕
事
を
す
る

上
で
、
自
分
な
り
の
理
想
に
少
し
で
も
近

づ
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

│
建
築
家
と
し
て
の
一
番
の
喜
び
は
？

　
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
お
医
者
さ
ん
に

よ
く
言
う
の
で
す
が
、
先
生
方
は
病
ん
で

い
る
人
を
相
手
に
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々

の
相
手
は
家
を
建
て
る
と
か
、
事
業
を
拡

充
す
る
と
い
っ
た
人
生
で
華
や
か
な
と
き

を
迎
え
て
い
る
方
ば
か
り
。
そ
の
瞬
間
を

一
緒
に
過
ご
せ
る
の
が
大
き
な
喜
び
な
ん

で
す
と
…
…
。

│
仕
事
を
離
れ
た
オ
フ
の
楽
し
み
は
？

　
一
つ
は
絵
を
描
く
こ
と
。
ま
ち
の
景
観

調
査
や
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

招
か
れ
て
、
龍
野
や
室
津
な
ど
風
情
あ
る

土
地
に
出
か
け
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、

そ
こ
で
歴
史
的
建
造
物
や
素
敵
な
町
並
み

に
出
会
っ
た
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
写
真
に

撮
っ
た
り
し
て
、
夜
の
十
時
ご
ろ
か
ら
午

前
二
時
ご
ろ
ま
で
か
け
て
絵
に
し
て
い
ま

す
。
ハ
ガ
キ
の
大
き
さ
の
水
彩
画
で
、
滝

が
好
き
な
の
で
、
滝
の
絵
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。
高
砂
市
で
言
え
ば
、
曽
根
天
満
宮

や
高
砂
神
社
の
能
舞
台
、
生
石
神
社
、

梅
ヶ
枝
湯
、
今
市
の
鈴
木
邸
な
ど
を
描
い

て
き
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
樹
脂
粘
土
を
使
い
、
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
フ
ェ
イ
ク
フ
ー
ド
を
作
る
こ
と

で
す
。
オ
ム
ラ
イ
ス
や
カ
ツ
め
し
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
て
お
り
、
昨
年

の
夏
に
高
砂
の
図
書
館
で
も
作
品
展
を
開

き
ま
し
た
。

　
私
が
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
情
景
ま
で

取
り
込
む
こ
と
で
、
た
と
え
ば
高
砂
名
物

の
焼
き
ア
ナ
ゴ
な
ら
、
炭
火
が
熾お
こ
っ
て
い

る
焼
き
台
や
串
に
刺
さ
っ
た
ア
ナ
ゴ
、
タ

レ
つ
ぼ
、
火
を
扇
ぐ
う
ち
わ
な
ど
、
周
囲

の
情
景
ま
で
作
り
こ
み
ま
す
。
建
物
も

フ
ェ
イ
ク
フ
ー
ド
も
、
周
囲
（
景
観
）
と

の
調
和
が
大
切
で
す
か
ら
。

│
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

プ
ロ
と
し
て
地
域
の
景
観
と
調
和
し
た
建
築
を

　高砂商工会議所の会員に、企業人として
の夢やモットーなどについて聞くこのコー
ナー。今回は、一級建築士として姫路や高
砂などで広く活躍｡（公社）日本建築家協会
(JIA)会員として建物と景観の調和など、
まちづくりへの提言でも知られる吉田文男
さんにお話をうかがってみました。

高砂の景観を描いた水彩画

㈲一級建築事務所 
アトリエフォルム代表取締役会長

吉田 文男さん
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会
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

レディース　ゴー

レ
デ
ィ
ー
ス
　ゴー

幹線道路沿いに建つ事務所

アナゴのミニチュア・フェイクフード

　
荒
井
町
で
司
法
書
士
・
行
政
書
士
事
務
所
を
開
く
戸

川
理
惠
さ
ん
（
58
）。
父
満
久
さ
ん
の
後
を
継
い
だ
二

代
目
所
長
だ
が
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
満
久
さ
ん
に
「
一

人
で
も
食
べ
て
い
け
る
女
性
に
な
れ
」
と
言
わ
れ
て

育
っ
た
と
い
う
。
そ
の
裏
に
は
戦
争
未
亡
人
で
、
資
格

も
技
術
も
な
い
た
め
苦
労
し
た
自
身
の
母
親
へ
の
思
い

が
あ
っ
た
よ
う
だ
と
理
惠
さ
ん
は
話
す
。
つ
ま
り
、
司

法
書
士
な
ら
生
活
を
立
て
て
い
け
る
と
い
う
目
算
が
満

久
さ
ん
に
は
あ
り
、「
そ
の
道
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
ち

ら
に
進
ま
せ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
理
惠
さ
ん
も
ま
た
「
会
社
に
就
職
す
る
よ
り
も
、

資
格
を
取
っ
て
何
か
を
し
た
い
」
と
考
え
て
い
た
と
い

う
。

　
こ
う
し
た
両
者
の
思
い
が
合
致
し
て
、
理
惠
さ
ん
も

司
法
書
士
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
加
古
川
東
高
校
か

ら
関
西
大
学
法
学
部
に
進
学
。
満
久
さ

ん
か
ら
は
「
法
学
部
以
外
に
進
む
の
な

ら
自
分
で
学
費
を
出
せ
」
と
申
し
渡
さ

れ
て
い
た
の
だ
と
い
う
。

　
で
、
大
学
を
卒
業
し
、
そ
の
ま
ま
父

の
事
務
所
で
勉
強
さ
せ
て
も
ら
え
る
の
だ
と
思
っ
て
い

た
ら
、
4
回
生
の
夏
に
急
に
就
職
し
ろ
と
言
わ
れ
、
や

む
を
得
ず
大
阪
の
商
社
に
就
職
。
司
法
書
士
へ
の
道
は

い
っ
た
ん
遠
の
い
た
が
、「
資
格
を
取
っ
て
何
か
を
し

た
い
」
と
い
う
思
い
は
Ｏ
Ｌ
時
代
も
変
わ
ら
ず
、
勤
め

の
傍
ら
行
政
書
士
や
宅
建
士
の
資
格
を
取
得
。「
若
い

頃
は
勉
強
す
る
の
が
好
き
で
し
た
か
ら
」
と
振
り
返
る
。

　
結
局
、Ｏ
Ｌ
生
活
を
3
年
で
高
砂
に
戻
り
、
司
法
書

士
を
目
指
し
て
勉
強
を
再
開
し
た
が
、
試
験
は
難
し
く

合
格
す
る
の
に
5
年
か
か
っ
た
。
受
験
の
た
め
の
予
備

校
も
あ
っ
た
が
、
満
久
さ
ん
の
「
偏
っ
た
知
識
で
は
実

際
の
役
に
立
た
な
い
。
ヤ
マ
を
か
け
る
よ
う
な
勉
強
は

意
味
が
な
い
」
と
入
学
さ
せ
て
も
ら
え
ず
、「
く
じ
け

そ
う
に
な
り
な
が
ら
も
、
早
く
通
り
た
い
、
通
り
た

い
」
の
一
念
で
自
宅
で
勉
強
。「
今
か
ら
考
え
れ
ば
、

父
が
上
手
に
お
尻
を
叩
い
て
く
れ
た
。
い
つ
ま
で
も
ふ

ら
ふ
ら
し
て
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
人
間
に
な
っ
た
か

も
し
れ
な
い
の
に
、
目
標
を
持
た
せ
て
、
こ
う
す
れ
ば

や
っ
て
い
け
る
と
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
」
と
感
謝
す

る
。

　
こ
う
し
て
30
歳
の
と
き
に
司
法
書
士
の
資
格
を
取
り
、

大
阪
で
3
年
ほ
ど
働
い
た
が
、
結
婚
し
て
夫
の
仕
事
を

手
伝
う
こ
と
に
な
り
司
法
書
士
の
仕
事
は
中
断
。
そ
の

間
、
子
ど
も
も
生
ま
れ
、
子
育
て
し
な
が
ら
で
き
る
仕

事
を
と
、
子
ど
も
を
車
に
積
ん
で
3
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
手
に
も
。「
考
え
た
ら
、
よ
う
働
き
ま
し
た
ね
」

と
苦
笑
す
る
。

　
本
格
的
に
司
法
書
士
の
仕
事
を
始
め
た
の
は
平
成
16

年
、
40
歳
の
と
き
。
体
調
を
崩
し
た
満
久
さ
ん
か
ら

「
家
に
帰
っ
て
き
て
手
伝
っ
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
た
か

ら
で
、
資
格
を
取
っ
た
時
代
と
は
法
律
も
変
わ
っ
て
お

り
、
大
変
だ
っ
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
司
法
書
士
会

が
行
っ
て
い
た
大
規
模
な
研
修
に
参
加
。
知
識
に
磨
き

を
か
け
、
そ
の
後
は
満
久
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
修
業
に
努
め
た
。

　
残
念
な
が
ら
翌
年
に
満
久
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
が
、

父
の
教
え
を
胸
に
二
代
目
所
長
に

父
の
教
え
を
胸
に
二
代
目
所
長
に

40
歳
か
ら
本
格
的
に
仕
事
を

40
歳
か
ら
本
格
的
に
仕
事
を

「
代
が
替
わ
っ
た
ら
お
客
さ
ん
も
替
わ
る
と
よ
く
言
わ

れ
る
の
で
す
が
、
私
の
場
合
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
父

の
ラ
イ
オ
ン
ズ
時
代
の
お
仲
間
と
か
ご
近
所
の
方
が
続

け
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
…
…
。
少
々
変
わ
り
者
で

し
た
が
、
今
で
も
面
白
い
お
父
さ
ん
や
っ
た
ね
と
言
っ

て
く
だ
さ
る
方
が
多
い
ん
で
す
よ
」
と
理
惠
さ
ん
。
今

日
あ
る
の
も
「
父
の
お
導
き
」
と
冗
談
っ
ぽ
く
話
す
が
、

中
高
時
代
は
ず
っ
と
反
発
し
て
い
て
、
喋
る
こ
と
も
な

か
っ
た
と
い
う
。

　
理
惠
さ
ん
の
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
主
な
業

務
内
容
と
し
て
、
不
動
産
登
記
、
相
続
・
遺
言
な
ど
が

並
ぶ
が
、
目
を
引
く
の
が
「
英
語
対
応
Ｏ
Ｋ
　
外
国
人

の
登
記
全
般
も
お
任
せ
く
だ
さ
い
」
の
一
条
。
外
国
人

の
日
本
で
の
在
留
資
格
申
請
や
、
日
本
人
の
外
国
で
の

書
類
手
続
き
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
る
そ
う
で
、「
特

別
に
英
語
の
勉
強
を
？
」
と
質
問
す
る
と
、「
い
え
、

ス
カ
パ
ー
で
海
外
ド
ラ
マ
を
見
た
り
す
る
ぐ
ら
い
で
、

特
別
に
何
か
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
…
…
。
た
だ
、
父
が

英
語
に
関
心
が
あ
る
人
だ
っ
た
の
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
勧
め
ら
れ
て
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
な
ど
の
番
組
を

よ
く
見
て
い
ま
し
た
し
、
耳
か
ら
自
然
と
英
語
の
リ
ズ

ム
が
身
に
つ
い
た
の
で
は
」
と
。「
私
の
人
生
、
父
親

な
し
に
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う
理
惠
さ
ん
の
言
葉

も
満
更
オ
ー
バ
ー
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　
最
後
に
「
何
か
一
言
」
と
質
問
を
す
る
と
、「
相
続

登
記
や
遺
言
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
相
談
者
の
ご
希
望

に
沿
う
よ
う
に
と
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に

も
相
続
登
記
な
ど
は
で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
近
年
は
、
相
続
問
題
で
も
権
利
関
係
が
複

雑
で
、
今
ま
で
話
も
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
親
族
と

話
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
春
か
ら
相
続
登
記
が
義
務
化
さ
れ

ま
す
し
、
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
対
処
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
」
と
。
年
齢
を
重
ね
て
「
だ
い
ぶ
疲
れ
て

き
て
…
…
」
と
話
す
が
、
仕
事
へ
の
情
熱
は
ま
だ
ま
だ

「
こ
れ
か
ら
」
の
よ
う
で
あ
る
。

　

英語でも対応ＯＫ！
　　　　　　幅広い業務内容

戸川司法書士・行政書士事務所

戸川 理惠さん
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│
東
播
工
業
高
校
の
土
木
科
の
ご
出
身

で
す
が
、
昔
か
ら
建
築
家
を
ご
志
望

だ
っ
た
の
で
す
か
？

　
い
え
、
決
め
た
の
は
卒
業
直
前
で
し
た
。

図
面
を
描
く
の
は
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
し
、

も
の
を
考
え
る
の
が
好
き
だ
っ
た
の
で
す

が
、
た
ま
た
ま
高
砂
の
建
築
事
務
所
を
訪

ね
た
と
こ
ろ
、「
ち
ょ
っ
と
（
図
面
を
）

書
い
て
み
る
か
」
と
促
さ
れ
て
…
…
。
そ

の
出
来
ば
え
が
気
に
入
ら
れ
た
の
か
、
先

方
か
ら
「
ぜ
ひ
と
も
」
と
乞
わ
れ
て
入
社

し
ま
し
た
。

│
建
築
士
の
仕
事
と
い
う
の
は
？

　
設
計
と
監
理
が
主
な
仕
事
で
す
。
同
じ

「
か
ん
り
」
で
も
建
設
会
社
の
管
理
は

「
た
け
か
ん
」
で
、
金
銭
と
か
工
程
の
管

理
を
行
う
の
に
対
し
、
建
築
士
の
監
理
は

「
さ
ら
か
ん
」
で
、
図
面
と
建
物
と
の
照

合
が
主
。
建
設
会
社
か
ら
独
立
し
た
立
場

で
、
建
築
主
（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）
と
相
談

し
な
が
ら
、
年
月
を
経
て
も
快
適
に
過
ご

す
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
か
ら
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
ま
で
、
し
っ
か
り
と
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の

が
仕
事
で
す
。

│
具
体
的
に
は
？

　
常
に
独
立
し
た
立
場
で
、
建
築
主
の
側

に
立
っ
て
建
物
の
設
計
及
び
監
理
を
行
う

の
で
、
一
級
建
築
士
な
ど
技
術
者
と
し
て

の
資
質
を
具
え
て
い
る
の
は
当
然
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
高
い
芸
術
性
や
倫
理
性
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
建
築
主
の
利
益

を
優
先
し
て
考
え
ま
す
が
、
社
会
性
や
地

域
の
景
観
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
た
と
え
ば
建
築
主
が
姫
路
城
の
近
く
に

ま
っ
黄
色
の
ビ
ル
を
建
て
て
く
れ
と
言
わ

れ
た
り
す
る
と
、
街
の
景
観
や
環
境
と
そ

ぐ
わ
な
い
か
ら
と
丁
寧
に
理
解
を
求
め
ま

す
。Ｊ
Ｉ
Ａ
で
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
意
向

と
か
利
益
は
も
ち
ろ
ん
考
え
ま
す
が
、
何

よ
り
も
公
共
性
、
公
益
寄
与
や
公
益
保
護

を
第
一
に
す
る
と
宣
言
し
て
お
り
、
私
自

身
も
そ
れ
が
建
築
家
の
使
命
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

│
建
築
家
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
ど
う
い
っ

た
建
物
を
？

　
二
度
目
に
入
っ
た
設
計
事
務
所
が
姫
路

の
事
務
所
だ
っ
た
の
で
、
姫
路
の
美
術
館

や
市
民
セ
ン
タ
ー
、
商
工
会
議
所
な
ど
の

設
計
・
監
理
に
も
携
わ
り
ま
し
た
。
私
自

身
は
高
砂
町
の
出
身
な
の
で
、
高
砂
の
市

ノ
池
公
園
「
リ
ー
フ
ハ
ウ
ス
」
の
設
計
や

「
工
楽
邸
」、「
高
砂
や
」、「
旧
高
砂
通
運

本
社
屋
」
な
ど
、
修
復
の
設
計
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

│
1
9
8
2
年
に
独
立
さ
れ
て
ア
ト
リ
エ

フ
ォ
ル
ム
を
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
が
？

　
い
ず
れ
は
独
立
し
た
い
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
し
た
。
建
築
家
と
い
う
の
は
自
我

が
強
い
人
が
多
い
し
、
人
に
よ
っ
て
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
や
社
会
と
の
接
し
方
も
違
う
。

勤
め
先
の
社
長
と
い
う
の
は
社
員
に
と
っ

て
教
師
で
あ
り
ま
す
が
、
中
に
は
相
容
れ

ら
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
仕
事
を
す
る

上
で
、
自
分
な
り
の
理
想
に
少
し
で
も
近

づ
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

│
建
築
家
と
し
て
の
一
番
の
喜
び
は
？

　
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
お
医
者
さ
ん
に

よ
く
言
う
の
で
す
が
、
先
生
方
は
病
ん
で

い
る
人
を
相
手
に
さ
れ
て
い
る
が
、
我
々

の
相
手
は
家
を
建
て
る
と
か
、
事
業
を
拡

充
す
る
と
い
っ
た
人
生
で
華
や
か
な
と
き

を
迎
え
て
い
る
方
ば
か
り
。
そ
の
瞬
間
を

一
緒
に
過
ご
せ
る
の
が
大
き
な
喜
び
な
ん

で
す
と
…
…
。

│
仕
事
を
離
れ
た
オ
フ
の
楽
し
み
は
？

　
一
つ
は
絵
を
描
く
こ
と
。
ま
ち
の
景
観

調
査
や
ま
ち
づ
く
り
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

招
か
れ
て
、
龍
野
や
室
津
な
ど
風
情
あ
る

土
地
に
出
か
け
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
が
、

そ
こ
で
歴
史
的
建
造
物
や
素
敵
な
町
並
み

に
出
会
っ
た
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
た
り
写
真
に

撮
っ
た
り
し
て
、
夜
の
十
時
ご
ろ
か
ら
午

前
二
時
ご
ろ
ま
で
か
け
て
絵
に
し
て
い
ま

す
。
ハ
ガ
キ
の
大
き
さ
の
水
彩
画
で
、
滝

が
好
き
な
の
で
、
滝
の
絵
も
数
多
く
あ
り

ま
す
。
高
砂
市
で
言
え
ば
、
曽
根
天
満
宮

や
高
砂
神
社
の
能
舞
台
、
生
石
神
社
、

梅
ヶ
枝
湯
、
今
市
の
鈴
木
邸
な
ど
を
描
い

て
き
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
は
樹
脂
粘
土
を
使
い
、
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
フ
ェ
イ
ク
フ
ー
ド
を
作
る
こ
と

で
す
。
オ
ム
ラ
イ
ス
や
カ
ツ
め
し
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
作
っ
て
お
り
、
昨
年

の
夏
に
高
砂
の
図
書
館
で
も
作
品
展
を
開

き
ま
し
た
。

　
私
が
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
情
景
ま
で

取
り
込
む
こ
と
で
、
た
と
え
ば
高
砂
名
物

の
焼
き
ア
ナ
ゴ
な
ら
、
炭
火
が
熾お
こ
っ
て
い

る
焼
き
台
や
串
に
刺
さ
っ
た
ア
ナ
ゴ
、
タ

レ
つ
ぼ
、
火
を
扇
ぐ
う
ち
わ
な
ど
、
周
囲

の
情
景
ま
で
作
り
こ
み
ま
す
。
建
物
も

フ
ェ
イ
ク
フ
ー
ド
も
、
周
囲
（
景
観
）
と

の
調
和
が
大
切
で
す
か
ら
。

│
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

プ
ロ
と
し
て
地
域
の
景
観
と
調
和
し
た
建
築
を

　高砂商工会議所の会員に、企業人として
の夢やモットーなどについて聞くこのコー
ナー。今回は、一級建築士として姫路や高
砂などで広く活躍｡（公社）日本建築家協会
(JIA)会員として建物と景観の調和など、
まちづくりへの提言でも知られる吉田文男
さんにお話をうかがってみました。

高砂の景観を描いた水彩画

㈲一級建築事務所 
アトリエフォルム代表取締役会長

吉田 文男さん
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高砂
ゆかりの人々

女
子
美
術
大
学
の
学
長
も
務
め
た
日
本
画
家

私のお気に入りの店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

大
学
の
教
授
を
務
め
た
三
谷
青
子
の
復
建

と
刻
ま
れ
た
墓
碑
も
あ
る
。

　
絵
と
説
法
を
組
み
合
わ
せ
た
「
版
画
説

法
」
で
知
ら
れ
る
同
寺
の
西
田
光
衛
名
誉

住
職
に
よ
れ
ば
、
十
糸
子
も
青
子
さ
ん
も

先
祖
を
想
う
気
持
ち
、
先
祖
の
地
で
あ
る

高
砂
に
寄
せ
る
思
い
は
強
く
、
先
祖
の
墓

参
り
の
た
め
に
し
ば
し
ば
寺
を
訪
れ
て
い

た
と
い
う
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
十
輪
寺
に
は
十
糸

子
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
大
作
「
爽
や
か
な

朝
」（
昭
和
四
十
八
年
の
第
五
回
改
組
日

展
出
品
作
品
）
な
ど
の
作
品
も
大
切
に
保

管
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京
か
ら
雪
の
日
に

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
き
た
同
作
の
補
修

を
す
る
た
め
に
十
糸
子
自
身
が
わ
ざ
わ
ざ

寺
を
訪
れ
、
筆
を
執
っ
た
と
い
う
の
だ
か

ら
、
十
糸
子
と
十
輪
寺
、
高
砂
と
の
縁
の

深
さ
を
実
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

う
よ
り
少
女
像
を
モ
チ
ー
フ
に
独
自
の
構

成
で
詩
的
世
界
を
展
開
し
た
画
家
の
よ
う

で
あ
る
。

十
輪
寺
に
十
糸
子
寄
贈
の
作
も

　
以
前
に
も
触
れ
た
が
、
三
谷
十
糸
子
は
、

町
民
の
子
弟
の
た
め
の
学
問
所
「
申
義

堂
」
の
教
授
で
、
高
砂
の
郷
土
史
『
高
砂

雑
誌
』
を
著
し
た
三
谷
松
圃
の
子
孫
で
、

高
砂
町
の
十
輪
寺
に
あ
る
三
谷
家
の
墓
所

に
は
「
三
谷
家
の
者
、
此
処
に
眠
る
」
と

大
書
さ
れ
た
石
碑
が
あ
り
、
裏
面
に
は

「
彩
徳
院
十
空
紫
譽
妙
敏
大
姉
　
俗
名
敏

子
（
十
糸
子
）」
の
法
名
と
「
平
成
四
年

二
月
十
一
日
　
行
年
九
十
歳
」
の
文
字
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
周
囲
に
は
松
圃
ら
一
族

の
墓
碑
が
建
ち
、
裏
側
に
三
谷
十
糸
子
再

建
と
か
、
そ
の
長
女
で
同
じ
く
女
子
美
術

京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
術
大
学
）
に

対
峙
す
る
形
で
創
設
さ
れ
た
最
も
古
い
私

立
の
美
術
学
校
で
、
今
日
ま
で
多
く
の
美

術
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
を
輩
出
し
て
い
る

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
同
校
の

日
本
画
科
を
首
席
で
卒
業
し
た
十
糸
子
は

京
都
に
移
り
、
竹
内
栖
鳳
門
下
の
俊
秀
と

う
た
わ
れ
た
西
山
翠
嶂
が
主
宰
す
る
青
甲

社
に
入
塾
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
第

九
回
帝
展
に
《
少
女
》
が
初
入
選
し
、
同

七
年
（
一
九
三
二
）
の
第
十
三
回
帝
展
で

《
女
》
が
、
翌
年
の
第
十
四
回
帝
展
で

《
朝
》
が
特
選
と
な
る
な
ど
関
西
の
女
流

日
本
画
家
と
し
て
不
動
の
地
位
を
確
立
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
）
に
自
身
が
一
人
娘
の
た
め
、
松
崎

道
麿
を
入
り
婿
と
し
て
迎
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
、

47
歳
の
時
に
東
京
へ
転
居
。
翌
年
女
子
美

術
大
学
日
本
画
科
の
教
授
と
な
っ
て
学
生

の
指
導
に
あ
た
り
、
一
九
六
九
（
昭
和
四

十
四
）
年
に
は
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
。

さ
ら
に
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に

は
女
子
美
術
大
学
学
長
に
選
出
さ
れ
た
が
、

残
念
な
が
ら
一
九
九
二
年
（
平
成
四
）
に

腎
不
全
の
た
め
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
絵
画
に
疎
い
の
だ
が
、『
京
の

美
人
画
一
〇
〇
年
の
系
譜
　
京
都
市
立
美

術
館
名
品
集
』（
二
〇
一
五
年
　
株
式
会

社
青
幻
舎
）
な
ど
で
十
糸
子
の
作
品
を
見

る
と
、
主
に
女
性
や
子
供
、
家
族
を
主
題

に
し
て
日
常
風
景
を
描
き
、
美
人
画
と
い

高
砂
の
医
師
の
家
に
生
ま
れ
る

　
以
前
に
も
取
り
上
げ
た
棟
方
志
功
や
橋

本
関
雪
な
ど
、
高
砂
ゆ
か
り
の
美
術
家
は

少
な
く
な
い
が
、
戦
前
か
ら
女
流
日
本
画

家
と
し
て
活
躍
し
、
東
京
の
女
子
美
術
大

学
の
教
授
・
学
長
と
し
て
後
進
の
指
導
に

あ
た
っ
た
三
谷
十
糸
子
（
本
名
敏
子
）
も

そ
の
一
人
で
あ
る
。

　
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
高
砂

の
裕
福
な
医
者
の
家
に
一
人
っ
子
と
し
て

生
ま
れ
た
十
糸
子
は
、
大
正
十
一
年
（
一

九
二
二
）
に
兵
庫
県
立
第
一
高
等
女
学
校

（
現
兵
庫
県
立
神
戸
高
等
学
校
）
を
卒
業

後
、
東
京
の
女
子
美
術
専
門
学
校
（
現
女

子
美
術
大
学
）
に
進
学
。
同
校
は
、
当
時

は
女
子
の
入
学
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
東

三
谷
十
糸
子

み

た
　
に

と

し

こ

た
け
う
ち
せ
い
ふ
う

す
い
し
ょ
う

え
に
し

十糸子が寄贈した大作「爽やかな朝｣

　山
電
荒
井
駅
北
口
か
ら
す
ぐ
の
距
離
に
あ

る「
和
創
作

　典
」。2
0
1
7
年
の
創
業
で
、

昨
年
、
現
在
地
に
新
店
舗
を
構
え
た
ば
か
り

だ
と
い
う
。

　白
を
基
調
に
し
た
モ
ダ
ン
な
店
構
え
で
、

看
板
も
掲
げ
ず
、
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
の

店
名
ロ
ゴ
を
掲
げ
る
だ
け
で
、
ま
さ
に
上
質

の
「
大
人
の
隠
れ
家
」。
店
内
も
外
観
に
負

け
ず
黒
を
基
調
に
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
モ
ダ
ン

な
雰
囲
気
で
、「
洗
練
さ
れ
た
」
と
い
う
言

葉
が
ぴ
っ
た
り
な
の
で
あ
る
。

　オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
浅
見
大
介
さ
ん
か
ら

頂
い
た
名
刺
の
裏
に
は
「
高
知
を
共
に
愛
し

て
く
れ
る
人
へ
」
の
文
字
。
文
字
通
り
、
高

知
県
産
の
食
材
、
酒
、
高
知
の
〝
人
の
心
〞

に
こ
だ
わ
っ
た
店
の
よ
う
だ
。

　浅
見
さ
ん
が
こ
こ
ま
で
高
知
を
愛
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
旅
好
き
だ
っ
た
浅
見
さ

ん
が
高
知
県
の
西
南
端
に
あ
る
大
月
町
を
訪

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
大
月
町
は
透
明
度

の
高
い
海
と
サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た
「
ダ
イ

バ
ー
の
聖
地
」
で
、
ダ
イ
バ
ー
で
も
あ
っ
た

浅
見
さ
ん
は
一
目
で
気
に
入
り
、
25
歳
か
ら

料
理
の
道
に
入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大

月
町
に
移
住
し
て
店
を
開
く
こ
と
を
考
え
た

が
、
町
の
人
口
は
わ
ず
か
4
千
人
余
り
。
高

齢
者
と
子
供
が
中
心
で
、コ
ン
ビ
ニ
が
1
軒
、

ス
ー
パ
ー
が
2
軒
し
か
な
い
よ
う
な
過
疎
の

町
だ
か
ら
営
業
的
に
は
到
底
無
理
。
だ
っ
た

ら
高
知
県
を
、
大
月
町
を
播
州
に
持
っ
て
く

れ
ば
良
い
と
発
想
を
転
換
。
高
知
県
産
の
食

材
と
酒
、
高
知
の
人
の
心
を
提
供
し
、
店
に

来
た
お
客
さ
ん
が
共
に
高
知
を
愛
し
、
高
知

を
旅
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　高
知
の
料
理
と
言
え
ば
、
ま
ず
カ
ツ
オ
の

た
た
き
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
典
で
は
と
び
き

り
脂
が
の
っ
て
「
カ
ツ
オ
類
最
強
の
品
質
」

と
さ
れ
る
「
ス
マ
（
ス
マ
ガ
ツ
オ
）」
を
、

た
た
き
も
し
く
は
刺
身
で
提
供
。
漁
獲
量
、

流
通
量
と
も
非
常
に
少
な
い
魚
だ
が
、
浅
見

さ
ん
は
大
月
町
で
親
し
く
な
っ
た
〝
目
利
き

の
仲
買
人
〞
に
依
頼
し
、
取
り
寄
せ
て
い
る

と
い
う
。

　魚
介
が
ス
マ
な
ら
、
牛
肉
は
「
土
佐
あ
か

う
し
」、
鶏
肉
は
「
土
佐
ジ
ロ
ー
」。
特
に
鶏

肉
の
土
佐
ジ
ロ
ー
は
最
も
野
生
に
近
く
、
歯

ご
た
え
が
あ
り
、
脂
肪
分
、
水
分
の
少
な
い

引
き
締
ま
っ
た
肉
質
で
、
ま
ん
が
『
美
味
し

ん
ぼ
』
に
も
登
場
し
た
ほ
ど
だ
が
、
非
常
に

飼
育
が
難
し
く
、
浅
見
さ
ん
は
20
年
以
上
か

け
て
飼
育
に
成
功
し
た
安
芸
市
の
ご
夫
婦
か

ら
特
別
に
分
け
て
も
ら
い
、
提
供
し
て
い
る

と
い
う
。

　ま
た
、
浅
見
さ
ん
は
「
魚
や
肉
、
野
菜
だ

け
で
な
く
高
知
の
酒
の
こ
と
も
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
高
知
に
通
っ
て
座
学
や
利
き
酒

体
験
を
通
し
て
土
佐
の
日
本
酒
の
歴
史
や
特

徴
を
勉
強
。「
土
佐
酒
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の

資
格
を
取
得
し
て
、
店
で
も
多
彩
な
銘
柄
の

土
佐
の
酒
を
提
供
し
て
い
る
。

　

　典
の
料
理
は
高
知
な
ら
で
は
の
食
材
を

用
い
た
1
万
円
と
7
千
円
の
コ
ー
ス
料
理

と
、
土
佐
産
に
地
元
播
磨
産
の
逸
品
を
加
え

た
5
千
円
の
コ
ー
ス
料
理
の
み
。
い
ず
れ
も

そ
の
日
の
「
お
ま
か
せ
」
料
理
で
、
予
約
が

必
須
の
よ
う
で
あ
る
。

上
質
な
大
人
の
隠
れ
家

　
　高
知
の
味
と
心
を
コ
ー
ス
料
理
で

●和創作　典
　〒676-0016　高砂市荒井町扇町14－14
　　　　　　　☎079－490－4710
　営業時間／17：00～23：00（LOは30分前）　
　定 休 日／毎週日曜日と月曜日
　アクセス／山電荒井駅から徒歩約3分

十輪寺にある三谷家の墓所

□□□□□□□□□□□□□□ 自慢の一品「スマ」のたたき

解放感のある上質の店内 一本筋が通った？カウンター席

｢高知」を熱く語るオーナーシェフの浅見さん

十輪寺で自作の補修にあたる十糸子 (十輪寺提供）
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高砂
ゆかりの人々

女
子
美
術
大
学
の
学
長
も
務
め
た
日
本
画
家

私のお気に入りの店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

私
の
お
気
に
入
り
の
店

大
学
の
教
授
を
務
め
た
三
谷
青
子
の
復
建

と
刻
ま
れ
た
墓
碑
も
あ
る
。

　
絵
と
説
法
を
組
み
合
わ
せ
た
「
版
画
説

法
」
で
知
ら
れ
る
同
寺
の
西
田
光
衛
名
誉

住
職
に
よ
れ
ば
、
十
糸
子
も
青
子
さ
ん
も

先
祖
を
想
う
気
持
ち
、
先
祖
の
地
で
あ
る

高
砂
に
寄
せ
る
思
い
は
強
く
、
先
祖
の
墓

参
り
の
た
め
に
し
ば
し
ば
寺
を
訪
れ
て
い

た
と
い
う
。

　
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
十
輪
寺
に
は
十
糸

子
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
大
作
「
爽
や
か
な

朝
」（
昭
和
四
十
八
年
の
第
五
回
改
組
日

展
出
品
作
品
）
な
ど
の
作
品
も
大
切
に
保

管
さ
れ
て
い
る
が
、
東
京
か
ら
雪
の
日
に

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
き
た
同
作
の
補
修

を
す
る
た
め
に
十
糸
子
自
身
が
わ
ざ
わ
ざ

寺
を
訪
れ
、
筆
を
執
っ
た
と
い
う
の
だ
か

ら
、
十
糸
子
と
十
輪
寺
、
高
砂
と
の
縁
の

深
さ
を
実
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

う
よ
り
少
女
像
を
モ
チ
ー
フ
に
独
自
の
構

成
で
詩
的
世
界
を
展
開
し
た
画
家
の
よ
う

で
あ
る
。

十
輪
寺
に
十
糸
子
寄
贈
の
作
も

　
以
前
に
も
触
れ
た
が
、
三
谷
十
糸
子
は
、

町
民
の
子
弟
の
た
め
の
学
問
所
「
申
義

堂
」
の
教
授
で
、
高
砂
の
郷
土
史
『
高
砂

雑
誌
』
を
著
し
た
三
谷
松
圃
の
子
孫
で
、

高
砂
町
の
十
輪
寺
に
あ
る
三
谷
家
の
墓
所

に
は
「
三
谷
家
の
者
、
此
処
に
眠
る
」
と

大
書
さ
れ
た
石
碑
が
あ
り
、
裏
面
に
は

「
彩
徳
院
十
空
紫
譽
妙
敏
大
姉
　
俗
名
敏

子
（
十
糸
子
）」
の
法
名
と
「
平
成
四
年

二
月
十
一
日
　
行
年
九
十
歳
」
の
文
字
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
周
囲
に
は
松
圃
ら
一
族

の
墓
碑
が
建
ち
、
裏
側
に
三
谷
十
糸
子
再

建
と
か
、
そ
の
長
女
で
同
じ
く
女
子
美
術

京
美
術
学
校
（
現
東
京
芸
術
大
学
）
に

対
峙
す
る
形
で
創
設
さ
れ
た
最
も
古
い
私

立
の
美
術
学
校
で
、
今
日
ま
で
多
く
の
美

術
家
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
ら
を
輩
出
し
て
い
る

こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
同
校
の

日
本
画
科
を
首
席
で
卒
業
し
た
十
糸
子
は

京
都
に
移
り
、
竹
内
栖
鳳
門
下
の
俊
秀
と

う
た
わ
れ
た
西
山
翠
嶂
が
主
宰
す
る
青
甲

社
に
入
塾
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
第

九
回
帝
展
に
《
少
女
》
が
初
入
選
し
、
同

七
年
（
一
九
三
二
）
の
第
十
三
回
帝
展
で

《
女
》
が
、
翌
年
の
第
十
四
回
帝
展
で

《
朝
》
が
特
選
と
な
る
な
ど
関
西
の
女
流

日
本
画
家
と
し
て
不
動
の
地
位
を
確
立
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
昭
和
二
年
（
一
九
二

七
）
に
自
身
が
一
人
娘
の
た
め
、
松
崎

道
麿
を
入
り
婿
と
し
て
迎
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
、

47
歳
の
時
に
東
京
へ
転
居
。
翌
年
女
子
美

術
大
学
日
本
画
科
の
教
授
と
な
っ
て
学
生

の
指
導
に
あ
た
り
、
一
九
六
九
（
昭
和
四

十
四
）
年
に
は
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
。

さ
ら
に
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
に

は
女
子
美
術
大
学
学
長
に
選
出
さ
れ
た
が
、

残
念
な
が
ら
一
九
九
二
年
（
平
成
四
）
に

腎
不
全
の
た
め
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
筆
者
は
絵
画
に
疎
い
の
だ
が
、『
京
の

美
人
画
一
〇
〇
年
の
系
譜
　
京
都
市
立
美

術
館
名
品
集
』（
二
〇
一
五
年
　
株
式
会

社
青
幻
舎
）
な
ど
で
十
糸
子
の
作
品
を
見

る
と
、
主
に
女
性
や
子
供
、
家
族
を
主
題

に
し
て
日
常
風
景
を
描
き
、
美
人
画
と
い

高
砂
の
医
師
の
家
に
生
ま
れ
る

　
以
前
に
も
取
り
上
げ
た
棟
方
志
功
や
橋

本
関
雪
な
ど
、
高
砂
ゆ
か
り
の
美
術
家
は

少
な
く
な
い
が
、
戦
前
か
ら
女
流
日
本
画

家
と
し
て
活
躍
し
、
東
京
の
女
子
美
術
大

学
の
教
授
・
学
長
と
し
て
後
進
の
指
導
に

あ
た
っ
た
三
谷
十
糸
子
（
本
名
敏
子
）
も

そ
の
一
人
で
あ
る
。

　
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
高
砂

の
裕
福
な
医
者
の
家
に
一
人
っ
子
と
し
て

生
ま
れ
た
十
糸
子
は
、
大
正
十
一
年
（
一

九
二
二
）
に
兵
庫
県
立
第
一
高
等
女
学
校

（
現
兵
庫
県
立
神
戸
高
等
学
校
）
を
卒
業

後
、
東
京
の
女
子
美
術
専
門
学
校
（
現
女

子
美
術
大
学
）
に
進
学
。
同
校
は
、
当
時

は
女
子
の
入
学
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
東

三
谷
十
糸
子

み

た
　
に

と

し

こ

た
け
う
ち
せ
い
ふ
う

す
い
し
ょ
う

え
に
し

十糸子が寄贈した大作「爽やかな朝｣

　山
電
荒
井
駅
北
口
か
ら
す
ぐ
の
距
離
に
あ

る「
和
創
作

　典
」。2
0
1
7
年
の
創
業
で
、

昨
年
、
現
在
地
に
新
店
舗
を
構
え
た
ば
か
り

だ
と
い
う
。

　白
を
基
調
に
し
た
モ
ダ
ン
な
店
構
え
で
、

看
板
も
掲
げ
ず
、
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
イ
ン
の

店
名
ロ
ゴ
を
掲
げ
る
だ
け
で
、
ま
さ
に
上
質

の
「
大
人
の
隠
れ
家
」。
店
内
も
外
観
に
負

け
ず
黒
を
基
調
に
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク
モ
ダ
ン

な
雰
囲
気
で
、「
洗
練
さ
れ
た
」
と
い
う
言

葉
が
ぴ
っ
た
り
な
の
で
あ
る
。

　オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
浅
見
大
介
さ
ん
か
ら

頂
い
た
名
刺
の
裏
に
は
「
高
知
を
共
に
愛
し

て
く
れ
る
人
へ
」
の
文
字
。
文
字
通
り
、
高

知
県
産
の
食
材
、
酒
、
高
知
の
〝
人
の
心
〞

に
こ
だ
わ
っ
た
店
の
よ
う
だ
。

　浅
見
さ
ん
が
こ
こ
ま
で
高
知
を
愛
す
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
旅
好
き
だ
っ
た
浅
見
さ

ん
が
高
知
県
の
西
南
端
に
あ
る
大
月
町
を
訪

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
大
月
町
は
透
明
度

の
高
い
海
と
サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
た
「
ダ
イ

バ
ー
の
聖
地
」
で
、
ダ
イ
バ
ー
で
も
あ
っ
た

浅
見
さ
ん
は
一
目
で
気
に
入
り
、
25
歳
か
ら

料
理
の
道
に
入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
大

月
町
に
移
住
し
て
店
を
開
く
こ
と
を
考
え
た

が
、
町
の
人
口
は
わ
ず
か
4
千
人
余
り
。
高

齢
者
と
子
供
が
中
心
で
、コ
ン
ビ
ニ
が
1
軒
、

ス
ー
パ
ー
が
2
軒
し
か
な
い
よ
う
な
過
疎
の

町
だ
か
ら
営
業
的
に
は
到
底
無
理
。
だ
っ
た

ら
高
知
県
を
、
大
月
町
を
播
州
に
持
っ
て
く

れ
ば
良
い
と
発
想
を
転
換
。
高
知
県
産
の
食

材
と
酒
、
高
知
の
人
の
心
を
提
供
し
、
店
に

来
た
お
客
さ
ん
が
共
に
高
知
を
愛
し
、
高
知

を
旅
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　高
知
の
料
理
と
言
え
ば
、
ま
ず
カ
ツ
オ
の

た
た
き
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
典
で
は
と
び
き

り
脂
が
の
っ
て
「
カ
ツ
オ
類
最
強
の
品
質
」

と
さ
れ
る
「
ス
マ
（
ス
マ
ガ
ツ
オ
）」
を
、

た
た
き
も
し
く
は
刺
身
で
提
供
。
漁
獲
量
、

流
通
量
と
も
非
常
に
少
な
い
魚
だ
が
、
浅
見

さ
ん
は
大
月
町
で
親
し
く
な
っ
た
〝
目
利
き

の
仲
買
人
〞
に
依
頼
し
、
取
り
寄
せ
て
い
る

と
い
う
。

　魚
介
が
ス
マ
な
ら
、
牛
肉
は
「
土
佐
あ
か

う
し
」、
鶏
肉
は
「
土
佐
ジ
ロ
ー
」。
特
に
鶏

肉
の
土
佐
ジ
ロ
ー
は
最
も
野
生
に
近
く
、
歯

ご
た
え
が
あ
り
、
脂
肪
分
、
水
分
の
少
な
い

引
き
締
ま
っ
た
肉
質
で
、
ま
ん
が
『
美
味
し

ん
ぼ
』
に
も
登
場
し
た
ほ
ど
だ
が
、
非
常
に

飼
育
が
難
し
く
、
浅
見
さ
ん
は
20
年
以
上
か

け
て
飼
育
に
成
功
し
た
安
芸
市
の
ご
夫
婦
か

ら
特
別
に
分
け
て
も
ら
い
、
提
供
し
て
い
る

と
い
う
。

　ま
た
、
浅
見
さ
ん
は
「
魚
や
肉
、
野
菜
だ

け
で
な
く
高
知
の
酒
の
こ
と
も
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
高
知
に
通
っ
て
座
学
や
利
き
酒

体
験
を
通
し
て
土
佐
の
日
本
酒
の
歴
史
や
特

徴
を
勉
強
。「
土
佐
酒
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の

資
格
を
取
得
し
て
、
店
で
も
多
彩
な
銘
柄
の

土
佐
の
酒
を
提
供
し
て
い
る
。

　

　典
の
料
理
は
高
知
な
ら
で
は
の
食
材
を

用
い
た
1
万
円
と
7
千
円
の
コ
ー
ス
料
理

と
、
土
佐
産
に
地
元
播
磨
産
の
逸
品
を
加
え

た
5
千
円
の
コ
ー
ス
料
理
の
み
。
い
ず
れ
も

そ
の
日
の
「
お
ま
か
せ
」
料
理
で
、
予
約
が

必
須
の
よ
う
で
あ
る
。

上
質
な
大
人
の
隠
れ
家

　
　高
知
の
味
と
心
を
コ
ー
ス
料
理
で

●和創作　典
　〒676-0016　高砂市荒井町扇町14－14
　　　　　　　☎079－490－4710
　営業時間／17：00～23：00（LOは30分前）　
　定 休 日／毎週日曜日と月曜日
　アクセス／山電荒井駅から徒歩約3分

十輪寺にある三谷家の墓所

自慢の一品「スマ」のたたき

解放感のある上質の店内 一本筋が通った？カウンター席

｢高知」を熱く語るオーナーシェフの浅見さん

十輪寺で自作の補修にあたる十糸子 (十輪寺提供）
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

会員のひろば

　
令
和
6
年
1
月
15
日
か
ら
2
月
16
日
ま
で
の
24

日
間
に
わ
た
り
高
砂
市
中
小
企
業
労
働
福
祉
協
議

会
と
の
共
催
に
よ
る
従
業
員
健
康
診
断
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
健
康
診
断
は
比
較
的
少
人
数
の
事
業
所
で

も
巡
回
健
診
を
実
施
し
て
お
り
、
大
変
好
評
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
事
業
所
巡
回
日
に
都

合
が
悪
い
場
合
で
も
、
市
内
の
公
民
館
等
に
て
集

合
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受
診
料
に

つ
き
ま
し
て
も
、
市
の
補
助
金
に
よ
り
低
額
に
抑

え
ら
れ
て
い
る
た
め
毎
年
多
数
の
方
が
受
診
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
も
同
時
に
実
施
し
て
お
り
、
35
歳

以
上
75
歳
未
満
の
協
会
け
ん
ぽ
加
入
事
業
所
の
被

保
険
者
の
方
は
、
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
協
会
け
ん
ぽ
以
外
の
組
合
管
掌
な
ら
び
に
国
民

健
康
保
険
組
合
加

入
者
は
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
せ
ん
。）

こ
の
健
診
は
協
会

け
ん
ぽ
か
ら
費
用

の
補
助
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
、
検

査
項
目
も
充
実
し

て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
下
さ

い
。 従

業
員
健
康
診
断
を

　

　
　実
施
し
ま
し
た
！

従
業
員
健
康
診
断
を

　

　
　実
施
し
ま
し
た
！

　
令
和
6
年
2
月
6
日
㈫
、
も
の
づ
く
り
・
物
流

部
会
主
催
の
「
風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
づ
く
り

セ
ミ
ナ
ー
〜
愛
さ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
〜
」

が
開
催
さ
れ
、
23
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
に
ｏ
f
f
i
c
e
ア
イ
ム
　
代
表
　
森
川

あ
や
こ
氏
を
お
招
き
し
、
相
手
に
好
印
象
を
与
え

る
ポ
イ
ン
ト
や
良
好
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
具
体
的
に
学
び
ま

し
た
。

　
働
く
人
が
毎
日
笑
顔
で
い
き
い
き
と
働
け
る
風

通
し
の
良
い
職
場
環
境
の
実
現
を
目
指
し
、
ま
た

自
ら
の
力
で
働
き
や
す
い
環
境
を
作
り
出
す
ス
キ

ル
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て
業
務
効
率

化
や
生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
る
。

　
こ
の
人
と
一
緒
に
働
き
た
い
、
活
動
し
た
い
と

感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
空
気
を
日
々
作
れ
る
こ
と
が

理
想
的
で
あ
り
、
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
こ
と

を
、「
よ
り
丁
寧
に
」
確
実
に
行
う
こ
と
が
信
頼

関
係
を
築
き
あ
う
第
一
歩
と
学
び
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
か
ら
は
、「
具
体
的
な
ポ

イ
ン
ト
を
教
わっ
た
の
で
、

す
ぐ
に
実
践
し
た
い
」と

い
う
声
が
多
く
聞
か
れ

ま
し
た
。
ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
様
、
ど
う
も

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
・
物
流
部
会

　
　
　
　セ
ミ
ナ
ー
開
催
報
告

　令和 6年 2月 1日㈭、効率的な集客のためのSNS活用方法について学ぶセミナーを開講し、16名（オンライン13名）の
方が参加しました。
　SNSの普及が進む現在、 3割を超える企業が自社の商品や会社の紹介・宣伝にSNSを活用しています。SNSの登録の仕
方や、登録してアカウントは作ったけれどもその後どうすればいいのかわからない方、発信の仕方がわからない方などに、
基礎的な知識から学んでいただけるよう、資料を通してお話しいただきました。各地でSNSに関する研修などを実施され
ている株式会社BESW　代表取締役　田中　千晶氏に、SNSの効果的な使い方や運用する上での簡単なテクニックをお話し
いただきました。ご参加いただいた企業様の情報発信に活かしていただき、事業活性化につなげていただければ幸いです。

S N S で 効 率 的 に 集 客
～入門編～　SNSテクニックが学べる実践的セミナー

区
間
、
総
距
離
15
・
5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　今
回
の
駅
伝
大
会
で
は
、
新
た
な
試
み

と
し
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
ブ
ー
ス
と
飲
食

ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
ブ
ー
ス
は
全

部
で
8
店
舗
、
唐
揚
げ
や
ポ
テ
ト
、
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
商
品
が
集

結
し
、
駅
伝
を
走
り
終
え
た
ラ
ン
ナ
ー
や

応
援
者
の
胃
袋
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

　来
年
も
高
砂
浜
風
駅
伝
大
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

4年ぶり！第13回高砂浜風駅伝が開催されました!!

　高
砂
工
業
公
園
に
関
連
す
る
企
業
や
市

民
ら
が
チ
ー
ム
を
つ
く
り
健
脚
を
競
う

「
第
13
回
高
砂
浜
風
駅
伝
大
会
」
が
2
月

18
日
、
新
浜
公
園
（
高
砂
市
荒
井
町
）
周

辺
で
4
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　同
大
会
は
、
地
元
企
業
間
の
交
流
や
市

民
同
士
の
つ
な
が
り
を
目
的
に
開
催
し
て

お
り
、
今
年
は
204
チ
ー
ム
・
1
、0
2
0

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
応
援
者
も
含

め
る
と
約
1
、5
0
0
名
が
新
浜
公
園
周

辺
に
集
ま
り
、
お
お
い
に
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　コ
ー
ス
は
1
人
3.1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
5

観光･飲食部会

　観光･飲食部会の部会事業の一つとして取り組んでいる『高砂結びのひとしなPR事業』。
今年 2月に、今年度のお米作りを始めました！写真は、ヘアリーベッチという植物の種を
蒔いて、田んぼの土壌作りをしている光景です。
　今年も進捗状況を皆様に報告してまいりますので、温かい目で見守っていただければ幸
いでございます。

『高砂結びのひとしなPR事業』については、高砂商工会議所のHPをご確認下さい。
またお米の購入を希望される方は、高砂商工会議所へお問い合わせ下さい。
※玄米30kg15,000円のところ、精米して12,000円の特別価格で販売します！

『わたしたち､お米作りはじめました！』

高砂商工会議所　観光･飲食部会　事務局(大江、三木)　Tel：079－443－0500
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兵庫県の中小企業をしっかり守る共済制度

事業物件に地震の補償をセットできる火災共済※

※火災共済への地震補償のセットには一定の条件がございます。

24時間365日の事故受付・安心の事故対応

ひょうご共済の共済制度に関するお問い合わせは
高砂商工会議所へ　TEL 079－443－0500

火災共済 自動車共済

ひょうご共済 検索

【
会
員
の
皆
様
へ
】

〜
会
議
所
会
費
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

　
会
議
所
会
費
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
の
皆

様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
6
年
度
前
期
分
を

4
月
15
日
㈪
に
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
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、
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行
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
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点
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ら
の
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に
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、
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落
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発
送
を
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の
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理
解
の
程
お
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げ
ま
す
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★お申込み・お問合せ先★
　高砂商工会議所　中小企業振興部
高砂市高砂町北本町1104　TEL：079(443)0500
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協会けんぽ兵庫支部　加入者・事業主の皆さまへ

令和6年3月(4月納付分)からの協会けんぽの保険料率についてお知らせします
令和6年度の協会けんぽの健康保険料率及び介護保険料率は、本年3月分(4月納付分)からの適用となります。
皆さまのご理解をお願い申し上げます。

〒651-8512
神戸市中央区磯上通 7-1-5 三宮プラザ EAST
代表電話：078-252-8701

健康保険料率
介護保険料率

令和6年2月分(3月納付分)まで 令和6年3月分(4月納付分)から
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※　原則として同一内容の相談は 1回限りと致します。 ※　事前予約が必要。

※　事前予約が必要。あらかじめご相談内容をお知らせください。
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★健康相談（毎月第 2火曜日)※8月･3月を除く　13：00～15：00
月
日

4R6 R7

9
5
14

6
11

7
9

8
―

9
10

10
8

11
12

12
10

1
14

2
未

3
―

◆経営指導員による相談は随時行っています！

令和6年度 無料専門相談年間予定表令和6年度 無料専門相談年間予定表
専門相談日程は、下記の通りとなっておりますので、是非ご利用ください。
相談をご希望の方は、事前に電話（443－0500）でお申し込みください。
各日､順次の予定となっております｡(※都合により相談日を変更する場合があります)
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1
回
、
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砂
商
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所
メ
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ル
マ
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ジ

ン
を
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
登
録
い
た
だ
き
ま

し
た
会
員
事
業
所
様
に
送
信
し
て
お
り
ま
す
。

　最
新
の
補
助
金
や
事
業
に
有
効
な
制
度
な
ど
、お
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に
立
つ
情
報
を
い
ち
早
く
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け
し
て
ま
す
！

　ま
だ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
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録
さ
れ
て
な
い

会
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で
、
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ル
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を
ご
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の
方
は
、
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所
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P
も
し
く
は
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の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ご
登
録

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
す
で
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
登
録
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
会
員
事
業
所
様
で
、
メ
ル
マ
ガ
が

届
い
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、

メ
ー
ル
の
受
信
設
定
を
ご
確

認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
会

議
所
へ
一
度
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　ハガキまたはメールに①クイズの答え②郵便番号③住所④氏
名⑤｢なびつま」の感想をお書き添えの上、右記まで送付くだ
さい。正解者の中から抽選で1名の方に「3,000円分のクオ
カード」をプレゼント致します。
　なお当選は賞品の発送をもって発表とかえさせていただきます。

応募締切　2024年 5 月31日まで(当日消印有効)
送 付 先　〒676-8558
　　　　　高砂市高砂町北本町1104
　　　　　高砂商工会議所　総務課
E -m a i l　takasho@takasago-cci.or.jp

前回(271号)の答え：
Ｑ1　 5円（ボールペン105円、消しゴム 5円）
Ｑ2　ふ（せぶん　しっくす　ふぁいぶ　ふぉー…)

今回のクイズも頭をひねって答えを導き出そう！分からなければ、周りを巻き込んでみんなで考えよう♪
全問正解者の中から抽選で 1名の方に「3,000円分のクオカード」をプレゼント致します！

Ｑ１　いまにも泣き出しそうな人がいます。 1人はトイレにいて、もう 1人はどこにいるでしょう？

Ｑ２　将棋の駒は 8種類、オセロの駒は何種類？

ク イ ズ コ ー ナ ー
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協会けんぽ兵庫支部　加入者・事業主の皆さまへ

令和6年3月(4月納付分)からの協会けんぽの保険料率についてお知らせします
令和6年度の協会けんぽの健康保険料率及び介護保険料率は、本年3月分(4月納付分)からの適用となります。
皆さまのご理解をお願い申し上げます。

〒651-8512
神戸市中央区磯上通 7-1-5 三宮プラザ EAST
代表電話：078-252-8701
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さい。正解者の中から抽選で1名の方に「3,000円分のクオ
カード」をプレゼント致します。
　なお当選は賞品の発送をもって発表とかえさせていただきます。

応募締切　2024年 5 月31日まで(当日消印有効)
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　　　　　高砂市高砂町北本町1104
　　　　　高砂商工会議所　総務課
E -m a i l　takasho@takasago-cci.or.jp
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Ｑ1　 5円（ボールペン105円、消しゴム 5円）
Ｑ2　ふ（せぶん　しっくす　ふぁいぶ　ふぉー…)

今回のクイズも頭をひねって答えを導き出そう！分からなければ、周りを巻き込んでみんなで考えよう♪
全問正解者の中から抽選で 1名の方に「3,000円分のクオカード」をプレゼント致します！

Ｑ１　いまにも泣き出しそうな人がいます。 1人はトイレにいて、もう 1人はどこにいるでしょう？
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